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目的 有棘細胞癌のリンパ節転移の診断と治療 
データソース 専門家の意見 
研究の選択 同上 
データ抽出 同上 

主な結果 

有棘細胞癌のリンパ節転移の頻度は低いが、転移した症例の予後は悪

い。このため、臨床的に所属リンパ節転移を疑った場合は fine needle 
aspiration biopsy で確定診断をつけるべきである。 
 

結論 

現在、リンパ節転移を疑った場合は fine needle aspiration biopsy を

行って確定診断をつけた後、転移があれば根治的リンパ節郭清を行

う。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ VI ） 
有棘細胞癌に対するセンチネルリンパ節生検はその概念が新しいた

め、欧米の確立されたガイドラインにおいても推奨されていない。 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


